
サンガカップ第４１回京都少年サッカー選手権大会 

大 会 競 技 要 項 
 
◇大会共通実施要項について 
  各大会共通実施要項については、各団に配布済みのハンドブック記載のとおりとする。 
  熟読し、確認しておくこと。 
   ◆重要事項については、この大会共通実施要項に記載 
  
◇今大会競技要項細目 
  ①トーナメント方式とし、試合時間は２０分－５分－２０分、勝敗が決しない場合は、ＰＫ方式（５名）に

より次戦出場チームを決める。 
ただし、決勝戦のみ５分－５分の延長を行い、なお勝敗が決しない場合は、ＰＫ方式により優勝チームを

決める。３位決定戦において勝敗が決しない場合は、延長を行わず、ＰＫ方式により順位を決定する。 
 
  ②１～４回戦のピッチサイズは、タッチライン９０ｍ（人工芝である下鳥羽球技場は９４ｍ、宝ヶ池球技場

及び吉祥院球技場は８９ｍ）×ゴールライン６０ｍとする。準々決勝（５回戦）から決勝戦までのピッチ

サイズは、タッチライン１０５ｍ×ゴールライン６８ｍとする。また、ペナルティエリアは１６．５ｍ、

ゴールエリアは５．５ｍ、センターサークルは９．１５ｍ、ペナルティスポットは１１ｍとする。任意マ

ークは９．１５ｍとする。 
なお、ゴールは一般用ゴールを使用する。 

 
  ③シードチームは、ＪＦＡ第４２回全日本Ｕ－１２サッカー選手権大会京都府大会の上位４チームとする。 
    Ａシード： 修学院Ｙ ・ 花山 
    Ｂシード： 深草 ・ 精華 
     
  ④審判割り当てについては、ハンドブック記載の通りとする。（準々決勝戦からは、審判委員会にて行う） 
 
  ⑤登録選手一覧の携帯を義務付ける。試合開始３０分前までに登録選手一覧を本部に提示し、チェックを受

けること。（１日１回）また、メンバー表は各試合の開始３０分前までに本部へ提出すること。 
 
  ⑥ハンドブック２２ページに警告退場に関わる運用が明記してあるので確認しておくこと。 
   なお、以下の人員にて今大会の規律委員会を構成する。 

［ 村井浩二・片岡弥之・平田研一・四方吉則・柳沼清美・前田健・伊澤昭典・安藤寿崇・藤井靖治 ］ 
 

    ☆ 落雷など危険の恐れがある場合は大会を中断し、速やかに安全な場所で待機すること。 

    ☆ 試合中における不慮の災害及び事故の発生に関しては、各チームにて処置すること。 

    ☆ 各団にて必ずスポーツ安全協会傷害保険に加入しておくこと。 

    ☆ 各チームは、会場の駐車事情を考慮し、できる限り台数を少なくして来場すること。 

    ☆ 各会場とも、ゴミは各チームで必ず持ち帰ること。 

    ☆ 会場設営・審判等、試合がスムーズに進行するよう協力すること。 



（ 別 紙 ） 

 

サンガカップ第４１回京都少年サッカー選手権大会 第１～４回戦 

 

ピッチサイズ表  フラットマーカー配置図 

種 類 会  場  名 縦 横 備  考 
 

 

人工芝 

下鳥羽球技場 ９４ｍ ６０ｍ 

ﾗｲﾝの代わりに 

ﾌﾗｯﾄﾏｰｶｰを配置 

（右図参照） 

 

宝が池球技場 

８９ｍ ６０ｍ 

 

吉祥院運動公園 
 

クレー 

太陽が丘球技場Ａ 

９０ｍ ６０ｍ 
ﾗｲﾝはすべて 

ﾊﾟｳﾀﾞｰで引く 

 

岩倉東公園 
 

アクアパルコ洛西 
 

伏見桃山城 
 

みどりが丘 

第２・第３グラウンド 

 

洛南浄化センター 
 

 
 

    

 


